
学校番号 ３１１ 

 

令和３年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 書道Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 書Ⅰ（教育図書） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

1) 義務教育（小学校、中学校）で学んだ「書写」の授業を発展させ、芸術科〈書道〉では用具用材の違いに

よる表現の違い等を学んでもらいます 

2) 書体の変遷を学びながら様々な書体を体験し、筆の弾力を生かした自分らしい文字を書くことができるよ

うになることを目指します 

3) 身近に飾ることのできる作品を作ることで、達成感や書を愛好する心情を育んでもらいます 

 

２ 学習の到達目標 

書道の幅広い活動を通して、生涯にわたり書を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、書写能力の向上

を図り、表現と鑑賞の基礎的な能力を伸ばし、書の伝統と文化について理解を深める 

 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観

点 

a：書への関心・意欲・ 

態度 
b：書表現の構想と工夫 

c：創造的な書表現の技

能 
d：鑑賞の能力 

観

点

の

趣

旨 

書の創造的活動の喜び

を味わい、書の伝統と文

化に関心をもって、主体

的に表現や鑑賞の創造

的活動に取り組もうと

する 

書のよさや美しさを感

じ取り、感性を働かせな

がら、自らの意図に基づ

いて構想し、表現を工夫

している 

創造的な書表現をする

ために、基礎的な能力を

生かし、効果的な表現の

技能を身に付け表して

いる 

日常生活の書の効用や

書の伝統と文化につい

て幅広く理解し、その価

値を考え、書のよさや美

しさを創造的に味わっ

ている 

評

価

方

法 

・観察 

・レポート 

・ワークシート 

 

・観察 

・レポート 

・ワークシート 

・提出作品 

・観察 

・レポート 

・ワークシート 

・提出作品 

・観察 

・レポート 

・ワークシート 

・提出作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評価にまとめる 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

月 

 
単元・題材名 学習内容・活動 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価基準 

評価方法 

a b c d  

４ ・書写と書道 

・書体の変遷 

・文房四宝 

・国語科書写と芸術科書道 

・文字の変遷 

・用具について 

○ 

 

○ 

   

○ 

○ 

ａｄ：書写と書道の類似点・相違点

等に興味を持ち、今後の学習に意

欲的に取り組もうとしている 

観察 

レポート 

提出作品 

５ 

６ 

漢字の書 

・様々な楷書 

 

 

 

 

 

 

・四字創作 

・『孔子廟堂碑』、『九成宮醴

泉銘』・『雁塔聖教序』 

・『顔氏家廟碑』 

・『牛橛造像記』 

 

 

 

 

・半切１/３作品 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

ａ：毛筆による書表現の多様性を理

解し、積極的に鑑賞する態度を身

につける 

ｂｃ：古典の種類を知り、「法帖」の

特質と意義を理解する 

ｂｃ：古典の比較を通して特徴と書

法を理解し、楷書の基本的な用筆

法を習得する 

ｂｃｄ：主体的・意欲的に作品を制

作し、特徴を生かす表現力を身に

つけ、楽しく制作することができ

る 

観察 

レポート 

ワークシート 

提出作品 

 

７

８

９ 

・様々な行書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一字創作 

・『蘭亭序』 

・『風信帖』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・うちわ作品 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

ａ：行書表現の多様性に触れ、行書

の成立について理解する 

ｂｃ：行書の特徴を知り、芸術の書・

実用の書の両方で広く活用されて

いることを理解する 

ｂｃｄ：『蘭亭序』の観賞と臨書を通

して行書の基本的な表現方法を習

得する 

ａ：王羲之の書道史上の重要性を理

解する 

ｂｃｄ：『風信帖』の鑑賞と臨書を通

して平安時代初期の書が当時の中

国の影響を強く受けていることを

理解する 

ｃ：『風信帖』の変化に富み、格調高

い技法を学ぶ 

ａｂｃｄ：主体的・意欲的に作品を

制作し、表現力を身につけ、楽し

く制作することができる 

観察 

レポート 

ワークシート 

提出作品 



９

10 

 

・一字創作 

 

 

 

 

 

・篆刻 

・色紙作品 

 

 

 

 

 

・氏名印 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

ａｂｃｄ：文化祭の展示に向け、見

てもらうという意識を持ち取り組

む 

ｄ：お互いに鑑賞する事により多様

な表現や美を理解し、鑑賞力を深

め書を愛好する心情を深める 

ａｂｃ：完成までの手順と技法を習

得する 

ａｂｃｄ：篆刻の歴史を知り鑑賞す

ることで、美を感じ、自分の制作

する印に工夫を加える 

観察 

レポート 

ワークシート 

提出作品 

10 

11 

12 

仮名の書 ・「いろは歌」 

・変体仮名 

・『高野切三種・一種』、『継

色紙』、『寸松庵色紙』、『升

色紙』、『曼殊院本古今和

歌集』、『関戸本古今和歌

集』、『元永本古今和歌

集』、『粘葉本古今和歌集』 

・短冊作品制作 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

ａｄ：仮名の成立過程・種類につい

て理解する 

ａｂｃｄ：仮名の基本的な線質と用

筆・運筆との関係を理解し身につ

ける 

ａ：「いろは歌」について理解する 

ａｂ：単体の基本的な造形の特徴を

理解する 

ａ：変体仮名に関心を持ち、理解を

深める 

ａｄ：仮名における変体仮名の効用

を理解する 

ａｂｃ：連綿によって表現される流

動日について理解し、技法を身に

つける 

ａｄ：名筆を通して日本の伝統的な

美を感じる 

観察 

レポート 

ワークシート 

提出作品 

12 

１ 

２ 

３ 

漢字仮名交じり

の書 

・実用書（葉書） 

・熨斗袋と袱紗 

・近代詩（扇面作品制作） 

・硬筆の学習 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

ａｂｃ：伝統的な書式を生かし、整

正に配置よく書くことができる 

ａｂｃ：漢字と仮名の調和の重要性

を確認し、その工夫について考え

ることができる 

ａｂｃ：用具・用材と表現効果が密

接に関係していることを理解し、

表現に工夫できる 

ａｂｃ：用筆・運筆の違いによる多

様な線質を理解し、表現を工夫で

きる 

ａｂｃｄ：文字の大きさ、字形、配

置、書体等を工夫し、表現を試み

る 

観察 

レポート 

ワークシート 

提出作品 

 

 



※ 表中の観点について a:書への関心・意欲・態度   b:書表現の構想と工夫  

                        c:創造的な書表現の技能   d:鑑賞の能力 

 

※ 年間を通して全ての観点について評価することとなるが、学習内容（題材）の各項目において 

重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


